




従来,糖原病 V型,Ⅶ型は思春期以降に診断される機会が多い。近年糖原病 1型,Ⅱ型,Ⅲ型

についても成人型あるいはそれに近い症例が報告されている。成人型は臨床症状が典型的

でないこともあり,したがって低血糖痛風,肝腫,筋萎縮,筋脱力,耐糖能障害などに際して

糖原属は常に鑑別診断の対象となりえる。糖原病 1型は一般に幼小児期より発症し低血糖

を主症状とする疾患である。今回,痛風症状を呈し低血糖を欠く糖原病 1型成人例を小腸生

検にて確診し,1 型の診断と病態に関する検索を行った。 


